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絆　～結果は笑みに満ち溢れ～
　５月 13 日、快晴の下で野辺
地中学校大運動会が開催されま
した。各組とも団長を中心によ
くまとまっており、スローガン
である仲間との「絆」を感じさ
せるものでした。
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まちのニュース

若葉小学校
� 「春の交通安全教室」実施
　４月18日、若葉小学校（新渡幹夫校長）で「春の交通
安全教室」が実施されました。低学年（１年生～３年生）
は交通指導隊の方から、道路歩行の仕方、高学年（４年
生～６年生）は野辺地警察署の方から、体育館で自転車
の点検と安全な乗り方について学びました。
　はじめに新渡校長が「命を守るためにしっかり勉強し
てください」とあいさつしたとおり、子どもたちは真剣
な表情で話を聞き、自分の命を守る方法を学んでいまし
た。

平成24年度　みんなの教室　開校式

　４月19日中央公民館において「みんなの教室開講式」
が開催されました。出席者全員で町民憲章を唱和したあ
と、みんなの教室運営委員長の野坂幸子さんが「誰でも
学ぶ志があれば学ぶことができる。大人と子どもが学び
あう町を目指したい」とあいさつをしました。また、来
賓の中谷町長から「趣味を生かし、生涯学習分野での地
域のリーダーとなってほしい」と激励がありました。
　今年度のみんなの教室は16教室19サークル参加者、延
べ451名の参加者で活動します。参加者のみなさんは「楽
しく活動していきたい」とやる気をみせていました。

春の安全・安心まちづくり
� 旬間推進大会

第26回野辺地町営球場開設記念大会兼
第２回野辺地ライオンズクラブ旗争奪中学校野球大会

　４月20日、野辺地警察署にて標記大会が開催されまし
た。期間は４月21日～ 30日まで実施され、自転車盗難
や万引き防止のために見回り等が実施されました。
　野辺地警察署長から「自転車盗難防止のためにツー
ロックを推進していく」とあいさつがあり、防犯協会会
長である中谷町長からは「関係機関の密接な連携と町民
の皆様のご協力が犯罪を防止するためには必要である」
と協力を呼びかけました。
　その後、野辺地駅周辺でツーロックを推進するための
広報活動が行われ、広報紙とチェーン式のカギを配布し
ました。

　４月28日・29日に町営球場において第26回野辺地町営
球場開設記念大会兼第２回野辺地ライオンズクラブ旗争
奪中学校野球大会が開催されました。
　昨年準優勝であった野辺地中学校は、１回戦を勝ち上
がり、続く準決勝で、惜しくも上北中学校に敗れました。
　結果は、優勝が上北中学校、準優勝が東北中学校、３
位が天間館中学校と野辺地中学校となりました。

横断歩道を手をつないで渡る児童たち

大会で協力を呼びかける防犯協会会長（中谷町長）

参加者全員での町民憲章唱和

全力投球する野辺地中学校　松坂選手
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　５月５日（土）から７日（月）の期間に中谷町長はじ
め、他町職員の全６名で香川県土庄町を訪問しました。
　土庄町では「春の公園まつり」へ参加し、当町のホタ
テを参加者へふるまいました。
　また、野辺地町とゆかりのある史跡を見学し、土庄町
との交流を深めました。
《土庄町（とのしょうまち）》
　香川県小豆郡に属する町。世界で一番狭い土渕海峡で
有名。
　当町の愛宕公園の石段に使われている石が、土庄町小海の「残
念石（残石）」の一部と同じ（兄弟石）であることから、平成20年
から交流が始まりました。

まちのニュース

記念樹を植える中谷町長

２０１２のへじ春まつり開催

　　４月29日～５月６日まで、愛宕公園を主会場として
2012のへじ春まつりが開催されました。
　４月29日のホタテ駅伝に始まり、５月３日の観桜剣道
大会、５月４日観桜会（イベント等）などの内容で開催
されました。天候に恵まれず、４日の観桜会は野辺地小
学校体育館内での開催となりましたが、多くの方が足を
運んでくださり、大盛況でした。

土庄町との交流

たすきをつなぐ野辺地チーム

優勝を目指して戦う少年少女剣士

愛宕公園石段との兄弟石

愛宕公園の桜

春の公園まつりでホタテを振る舞う
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町長
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まちのニュース

副町長
杉田　三生

教育長
古田　力也

課長
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総括主幹
冨吉　卓弥
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飯田　貴子
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主事補
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保健師
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課長
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総括主幹
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課長補佐
野田頭美大

主任保健師
小林　知美

課長補佐
橋本　正克

総括主任介護
支援専門員

毛利由美子

主査
北村　由佳

総括主幹
石山　則子

主幹
田中　　仁

課長
野坂　　充

主幹
上野　　優

課長補佐
中岫　　守

主事
田中　清寿

課長補佐
髙松　大樹

総括主幹
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主事
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総括主幹
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主事
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総括主幹
二ッ森ゆみ子

主事
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総括主幹
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主事補
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課長
古澤　一男

総括主査
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総括主幹
村山　和子
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課長補佐
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課長補佐
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総括主幹
玉山　順一
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野田頭裕司

主査
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課長補佐
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運転技能員
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主幹
川村　志信

運転技能員
村山　禎親

主査
菅岡芙弥子
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】
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】
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振
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課
】

【
町
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課
】

【
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課
】

【
議
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務
局
】
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主幹
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総括主幹
杉山　悦子

課長補佐
駒井　　広

主事
五十嵐　豪

主査
二木　文弥

野辺地小学校
横濱廣一朗

野辺地小学校
安田千恵子

課長
滝野　一男

主事
山崎　杏由

館長補佐
鳥谷部則子

野辺地中学校
毛利　嘉彦

野辺地中学校
野坂真由美

司書
吉田真希子

館長
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総括主幹
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髙松　睦子
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】
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春
の
叙
勲
　
上う

え

野の

定て
い

治じ

さ
ん

　

平
成
24
年
４
月
16
日
、
野
辺
地
町

が
所
有
す
る
長
者
久
保
遺
跡
出
土
品

28
点
が
、
青
森
県
教
育
委
員
会
か
ら

県
重
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
出
土
品
は
紀
元
前
１
万
４
千

～
１
万
３
千
年
に
か
け
て
の
過
渡
期

（
移
り
変
わ
り
の
時
期
）
を
示
す
貴

重
な
資
料
で
、
保
存
状
態
が
良
好
な

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
月
24
日
に
は
県
文
化
財
保
護
課

長
か
ら
古
田
教
育
長
へ
指
定
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
県
文
化
財
保
護
課

に
よ
る
と
、
県
重
宝
は
今
回
の
指
定

で
１
４
６
点
と
な
り
ま
し
た
。

長
者
久
保
遺
跡
出
土
品
　
　

　
　
　
県
重
宝
指
定
書
交
付

　

平
成
24
年
５
月
７
日
（
月
）
青
森

県
庁
で
春
の
叙
勲
伝
達
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
は
上
野
定
治
さ
ん
が

「
旭
日
双
光
章
」（
き
ょ
く
じ
つ
そ

う
こ
う
し
ょ
う
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

上
野
定
治
さ
ん
は
野
辺
地
町
議
会

議
員
を
約
20
年
、
そ
の
う
ち
議
長
を

８
年
務
め
ら
れ
、
野
辺
地
町
の
た
め

に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
旭
日
双
光
章
》

「
社
会
の
様
々
な
分
野
に
お
け
る
功

績
の
内
容
に
着
目
し
、
顕
著
な
功
績

を
挙
げ
た
者
を
表
彰
す
る
場
合
に
授

与
す
る
」
と
し
、
町
議
会
議
員
な
ど

の
職
に
あ
っ
て
顕
著
な
功
績
を
挙
げ

た
者
を
表
彰
す
る
場
合
に
授
与
さ
れ

る
。
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活
発
な
意
見
・
要
望
が
出
た

「
町
長
と
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
る
会
」

　

４
月
10
日
か
ら
４
月
26
日
に
か
け

て
、
町
長
が
各
地
区
に
お
じ
ゃ
ま
し
、

町
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
す
る
『
町

長
と
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
る
会
』
を
開

催
し
ま
し
た
。
全
11
会
場
で
延
べ
３

２
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望

等
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
雪
対
策
に
関
す
る
こ
と

町
民　

除
雪
の
委
託
業
者
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
か
。

回
答　
来
冬
に
向
け
検
討
す
る
。

町
民　
除
雪
の
出
動
基
準
は
？

回
答　
概
ね
５
～
10
㎝
以
上
の
積
雪

で
出
動
す
る
と
し
て
い
る
が
、
状
況

を
見
て
判
断
さ
せ
て
い
る
。

町
民　
除
雪
車
が
無
断
で
空
地
等
に

雪
を
堆
積
し
て
い
く
。

回
答　
業
者
へ
の
指
導
を
徹
底
す
る
。

町
民　

歩
道
の
除
雪
を
し
っ
か
り

行
っ
て
ほ
し
い
。

回
答　
行
き
届
か
な
い
場
合
も
あ
る

の
で
、
雪
が
堆
積
し
て
い
た
ら
町
へ

情
報
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
民　
旧
木
明
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
移
設
し
た
ア
メ
ダ
ス
野
辺
地
観
測

所
の
積
雪
デ
ー
タ
は
、
市
街
地
と
の

差
が
大
き
い
。

回
答　
気
象
庁
観
測
点
と
し
て
の
基

準
に
適
合
す
る
場
所
が
市
街
地
に
な

か
っ
た
た
め
、
現
在
の
場
所
に
設
置

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
な
る
移

設
は
現
実
的
に
困
難
で
あ
る
。
な
お
、

降
・
積
雪
量
は
役
場
中
庭
に
お
い
て

も
計
測
し
て
い
る
。

町
民　
冬
期
間
、
新
町
の
側
溝
の
流

水
量
を
多
く
し
て
欲
し
い
。

回
答　
大
量
の
雪
を
投
棄
し
た
場
合
、

側
溝
か
ら
水
が
溢
れ
る
。
流
水
量
を

工
夫
し
た
い
。

町
民　
除
雪
に
関
す
る
目
安
箱
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

町
民　
道
幅
の
狭
い
道
路
の
排
雪
を

し
っ
か
り
行
っ
て
ほ
し
い
。

■
道
路
に
関
す
る
こ
と

町
民　
町
道
雲
雀
線
を
県
道
に
格
上

げ
し
て
は
？

回
答　
県
道
認
定
さ
れ
る
よ
う
、
県

と
協
議
す
る
。

町
民　
下
北
半
島
縦
貫
道
路
工
事
の

進
歩
状
況
は
？

回
答　
平
成
24
年
度
中
に
、
野
辺
地

北
Ｉ
Ｃ
～
六
ヶ
所
Ｉ
Ｃ
（
石
油
備
蓄

基
地
付
近
）
が
開
通
す
る
。

町
民　
わ
か
ば
歩
道
橋
付
近
の
生
垣

が
高
く
な
り
、
車
の
通
行
が
見
え
に

く
く
て
危
険
で
あ
る
。

回
答　
確
認
し
て
対
処
す
る
。

町
民　
未
舗
装
、
未
側
溝
の
町
道
が

多
い
。
ま
た
、
道
幅
が
狭
く
危
険
な

箇
所
も
あ
る
。

回
答　
優
先
度
を
見
極
め
な
が
ら
、

で
き
る
も
の
か
ら
順
次
対
応
し
て
い

き
た
い
。

町
民　
日
中
で
も
街
路
灯
が
点
き
っ

ぱ
な
し
で
あ
る
。

回
答　
確
認
し
て
対
処
す
る
。

町
民　
「
と
き
わ
台
団
地
」
か
ら
国

道
４
号
へ
抜
け
る
道
路
の
新
設
を
要

望
。

■
防
災
・
消
防
に
関
す
る
こ
と

町
民　
原
子
力
災
害
に
備
え
た
避
難

施
設
を
整
備
で
き
な
い
か
。

回
答　
新
た
に
策
定
す
る
地
域
防
災

計
画
（
原
子
力
編
）
の
中
で
、
避
難

所
の
あ
り
方
や
防
護
資
機
材
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

町
民　
野
辺
地
高
校
を
避
難
場
所
と

し
て
指
定
で
き
な
い
か
。

回
答　
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の

中
で
検
討
す
る
。

町
民　
災
害
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
避
難

移
動
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
小
・
中

学
校
前
の
道
路
を
拡
幅
し
て
ほ
し
い
。

回
答　
避
難
所
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
。

町
民　
防
災
訓
練
の
実
施
は
？

回
答　
各
種
組
織
の
役
割
を
明
確
に

し
、
そ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
も
地

域
防
災
計
画
に
載
せ
て
い
く
。

町
民　
烏
帽
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
屋
外

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

線
路
を
超
え
て
の
避
難
移
動
は
危
険

で
あ
る
。

回
答　
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の

中
で
検
討
す
る
。

町
民　
野
辺
地
中
学
校
裏
の
大
湊
線

跨
線
橋
の
撤
去
時
期
は
？

回
答　
平
成
24
年
度
中
に
撤
去
す
る
。

町
民　

津
波
災
害
に
備
え
る
た
め
、

町
内
各
箇
所
に
そ
の
場
所
の
海
抜
を

表
示
し
て
は
？

回
答　
各
避
難
施
設
に
は
海
抜
を
表

示
し
て
い
る
。
検
討
し
た
い
。

町
民　
防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い
。

回
答　
「
０
８
０
０

－

８
０
０

－

９
９
５
９
」
へ
電
話
す
れ
ば
、
通
話

料
無
料
で
再
度
放
送
内
容
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。

町
民　
農
家
の
就
寝
時
間
が
早
く
な

る
時
期
だ
け
で
も
、
防
災
無
線
の
夜

８
時
の
時
報
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

回
答　
時
報
は
、
防
災
無
線
が
確
実

に
作
動
し
て
い
る
か
点
検
す
る
意
味

も
あ
る
の
で
止
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

町
民　
救
急
車
１
台
を
町
中
心
部
に

常
駐
し
て
ほ
し
い
。

回
答　
救
急
救
命
士
の
人
員
の
問
題

も
あ
る
。
出
動
時
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
消
防
署
付
近
の
道
路
の
改

良
工
事
を
行
っ
た
。

町
民　
空
き
家
対
策
は
？

回
答　
基
本
的
に
は
行
政
が
個
人
財

産
に
手
を
掛
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
他
県
で
の
先
進
事
例
も
あ
る
の

で
研
究
さ
せ
て
ほ
し
い
。

■
公
立
野
辺
地
病
院
に
関
す

る
こ
と

町
民　
紹
介
状
が
な
く
て
も
、
野
辺

地
病
院
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
？

回
答　
患
者
の
治
療
に
関
す
る
情
報

を
必
要
と
す
る
の
で
紹
介
状
は
持
参

し
て
ほ
し
い
。

町
民　
野
辺
地
病
院
に
通
院
し
て
い

た
が
、
個
人
病
院
に
紹
介
さ
れ
た
。

回
答　
過
剰
な
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

病
状
が
安
定
し
た
場
合
は
、
個
人
病

院
に
紹
介
す
る
と
き
も
あ
る
。

町
民　
地
域
医
療
懇
談
会
を
開
催
し

て
は
？

回
答　
今
後
、
町
民
と
の
懇
談
機
会

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

町
民　
野
辺
地
病
院
は
、
医
師
が
少
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な
く
診
療
科
も
減
っ
た
た
め
利
用
し

づ
ら
い
。
医
師
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

回
答　
関
係
機
関
に
働
き
か
け
な
が

ら
、
全
力
を
挙
げ
て
医
師
確
保
に
努

め
て
い
く
。

町
民　
野
辺
地
病
院
ま
で
の
巡
回
バ

ス
を
運
行
し
て
ほ
し
い
。

回
答　
前
向
き
に
検
討
す
る
。

町
民　
人
工
透
析
患
者
の
受
入
れ
を

中
断
す
る
際
、
患
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

が
悪
か
っ
た
。

回
答　
患
者
に
は
転
院
先
を
き
ち
ん

と
紹
介
し
た
と
聞
い
て
い
た
。
1
月

に
人
工
透
析
を
再
開
し
た
が
、
受
入

人
数
の
関
係
か
ら
新
患
に
限
っ
て
い

る
。

町
民　
野
辺
地
病
院
の
経
営
に
対
す

る
町
長
の
姿
勢
は
？

回
答　
病
院
管
理
者
と
し
て
経
営
改

善
に
関
し
て
は
意
見
し
て
い
く
が
、

病
院
自
体
が
主
体
性
を
持
っ
て
経
営

に
当
た
る
よ
う
、
人
事
異
動
の
全
権

を
病
院
側
に
任
せ
る
と
と
も
に
、
病

院
事
務
に
詳
し
い
事
務
長
を
配
属
し

た
。

町
民　
外
来
の
診
察
を
午
後
も
受
付

し
て
ほ
し
い
。

回
答　
午
後
は
入
院
患
者
の
診
察
や

特
殊
外
来
に
当
て
て
い
る
が
、
医
局

と
相
談
し
て
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
は

改
善
し
て
い
き
た
い
。

町
民　
薬
だ
け
の
と
き
は
、
待
ち
時

間
を
短
縮
で
き
な
い
か
。

回
答　
薬
の
処
方
に
は
必
ず
医
師
の

診
察
が
必
要
で
あ
る
。

町
民　
医
師
確
保
対
策
と
し
て
、
開

業
医
と
の
連
携
を
考
え
て
は
？

回
答　
連
携
は
必
要
と
考
え
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■
小
・
中
学
生
医
療
費
無
料

化
に
関
す
る
こ
と

町
民　
受
給
資
格
証
は
、
町
外
で
も

利
用
で
き
る
か
。

回
答　
７
月
か
ら
県
内
ど
こ
の
医
療

機
関
で
も
利
用
で
き
る
。
た
だ
し
、

県
外
で
は
取
扱
い
し
な
い
医
療
機
関

も
あ
る
の
で
、
そ
の
際
は
町
に
請
求

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
民　
所
得
制
限
の
範
囲
は
？

回
答　
扶
養
親
族
数
に
も
よ
る
の
で
、

モ
デ
ル
資
料
を
作
成
す
る
。

■
産
業
に
関
す
る
こ
と

町
民　
農
業
に
関
す
る
予
算
確
保
と

農
家
か
ら
の
相
談
等
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
要
望
す
る
。

町
民　

第
１
次
産
業
振
興
の
た
め
、

新
た
な
海
産
物
・
農
作
物
を
開
発
し

て
は
？

回
答　
漁
礁
整
備
に
よ
り
、
な
ま
こ

の
生
産
量
が
増
え
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
規
格
外
の
こ
か
ぶ
な
ど
の
有
効

活
用
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

町
民　
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方

に
特
産
品
を
進
呈
し
て
は
？

回
答　
検
討
し
た
い
。

町
民　
「
日
本
一
」
が
付
く
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
は
？

回
答　
今
年
度
、
常
夜
燈
フ
ェ
ス
タ

と
北
前
船
プ
レ
航
海
を
併
せ
て
の
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
は
継
続
性
を
持
た
せ
つ

つ
、
各
産
業
団
体
と
の
一
層
の
連
携

が
必
要
と
考
え
る
。

町
民　
若
者
が
町
に
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
雇
用
の
場
を
確
保
し
て
ほ

し
い
。

回
答　
旧
サ
ン
ト
リ
ー
跡
地
の
活
用

や
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
構
想
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。

■
教
育
に
関
す
る
こ
と

町
民　
有
戸
方
面
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
つ
い
て
、
冬
期
間
で
も
旧
有
戸

小
学
校
体
育
館
前
の
空
地
内
で
乗
降

さ
せ
て
ほ
し
い
。

回
答　
バ
ス
の
進
入
出
に
際
し
、
国

道
２
７
９
号
の
縁
石
が
支
障
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
撤
去
に
つ
い
て
県
と

協
議
し
て
い
く
。

町
民　

給
食
費
滞
納
者
へ
の
対
応

は
？

回
答　
今
後
も
徴
収
努
力
は
続
け
て

い
く
が
、
不
当
な
滞
納
に
つ
い
て
は

法
的
措
置
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

町
民　
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
。
小

学
校
の
統
合
を
考
え
る
時
期
で
は
な

い
か
？

回
答　
教
育
委
員
会
に
は
統
合
を
検

討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
地
域

住
民
と
の
協
議
も
必
要
で
あ
る
が
、

ま
ず
は
野
辺
地
小
学
校
と
若
葉
小
学

校
の
統
合
を
検
討
し
た
い
。

町
民　
子
ど
も
の
健
全
な
精
神
を
育

み
、
将
来
の
野
辺
地
町
を
担
う
人
材

の
育
成
に
努
め
て
ほ
し
い
。

回
答　
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

や
家
庭
教
育
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
行
財
政
に
関
す
る
こ
と

町
民　
町
職
員
の
給
与
は
高
い
の
で

は
な
い
か
。

回
答　
退
職
者
不
補
充
に
よ
り
高
齢

層
の
職
員
割
合
が
増
え
た
た
め
、
平

均
給
与
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

町
民　
町
職
員
の
対
応
を
向
上
し
て

ほ
し
い
。

回
答　
全
係
に
課
長
補
佐
職
を
配
置

し
、
複
数
で
業
務
対
応
に
あ
た
る
よ

う
組
織
改
革
を
行
っ
た
。
ま
た
、
職

員
研
修
の
強
化
・
充
実
も
図
っ
て
い

く
。

町
民　
早
く
役
場
庁
舎
を
建
設
し
て

ほ
し
い
。

■
原
子
力
立
地
給
付
金
の
配

分
見
直
し
に
関
す
る
こ
と

町
民　
こ
れ
ま
で
町
民
に
交
付
さ
れ

て
い
た
原
子
力
立
地
給
付
金
を
町
で

使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
期
限
を
設

け
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
途
を
公
表

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　
見
通
し
を
立
て
た
上
で
期
限

を
設
け
た
い
。
ま
た
、
各
年
度
に
お

い
て
給
付
金
を
充
当
し
て
い
く
事
業

を
公
表
す
る
。

町
民　
役
場
庁
舎
建
設
や
学
校
整
備
、

野
辺
地
病
院
対
策
に
、
原
子
力
立
地

給
付
金
を
充
て
て
ほ
し
い
。

■
そ
の
他

町
民　
野
辺
地
町
は
生
活
保
護
を
受

給
し
や
す
い
と
聞
く
。

回
答　
上
北
郡
内
の
町
の
生
活
保
護

認
定
は
、
県
の
上
北
地
域
福
祉
事
務

所
で
審
査
し
て
お
り
、
当
町
だ
け
が

特
別
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

町
民　
有
戸
農
免
道
路
に
大
量
の
粗

大
ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
。

回
答　
現
場
確
認
し
て
対
処
す
る
。

町
民　
愛
宕
公
園
の
東
屋
が
雨
漏
り

し
て
い
る
。

回
答　
至
急
調
査
す
る
。

町
民　
野
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
機
関
車
付

近
の
樹
木
の
葉
が
、
近
隣
の
無
落
雪

住
宅
の
屋
根
に
落
ち
る
。

回
答　
調
査
す
る
。

町
民　
中
道
ふ
れ
あ
い
公
園
に
水
洗

ト
イ
レ
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

回
答　
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

町
民　

老
朽
化
が
進
む
「
花
鳥
号
」

の
修
復
は
？

回
答　
修
復
す
る
計
画
は
あ
る
。

町
民　

公
共
下
水
道
の
整
備
状
況

は
？

回
答　
29
年
度
ま
で
休
工
と
し
て
い

る
が
、
人
口
規
模
や
採
算
性
、
各
世

帯
か
ら
の
負
担
金
な
ど
に
つ
い
て
熟

慮
が
必
要
で
あ
る
。
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2012のへじ常夜燈フェスタ
 23日㈯  　場所：のへじ潮騒公園岸壁
北前船「みちのく丸」寄港イベント 11：00 ～ 21：00
　11：00　北前船「みちのく丸」入港
　　　　　模擬店（商工会女性部・観光協会・
� 漁業協同組合ほか）
　11：30　入港セレモニー
　　　　　　入港イベント
　　　　　　　・「神楽囃子」披露　
　　　　　　　・「浜町組宝船」展示
　12：00　北前船「みちのく丸」出航　陸奥湾を航行
　　　　　※海岸線にてお楽しみ下さい。
　　　　　歴史民俗資料館にてパネル展を開催
　　　　　13：00・14：00　専門員が説明いたします。
　15：00　北前船「みちのく丸」寄港
　15：30　寄港記念セレモニー
　　　　　　寄港イベント・「祇園囃子」披露　　
　　　　　　　　　　　　・「浜町組宝船」展示　
　16：00　１日目イベント終了　　　
　17：00　北前船「みちのく丸」「浜町組宝船」
　～ 21：00　ライトアップ　※船内は見学できません。
　　　　　幻想的な北前船をお楽しみください。　

６/23（土）
６/24（日）

イベントスケジュール
 24日㈰  　場所：のへじ潮騒公園（雨：町立体育館）
のへじ常夜燈フェスタ　10：00 ～ 16：00
　＜ステージイベント＞
　10：00　オープニング
　　　　　・若葉小学校マーチング
　　　　　・若葉保育園児遊戯
　10：40　YOSAKOI共演　※３町村連携
　　　　　・野辺地町・横浜町・六ヶ所村　３団体
　11：30　テントブース紹介
　12：00　オープニングセレモニー
　　　　　 「野辺地ご当地キャラ」表彰・披露
　12：30　野辺地中学校吹奏楽部　演奏
　13：00　ささ踊り
　13：30　 「花咲ゆき美」歌謡ショー
　　　　　※むつ湾“のへじ”特派員任命（野辺地町出生）
　14：50　HIP HOP ダンス
＜テントブースイベント＞
　10：00～16：00　屋台村、観光物産コーナー
　　　　　　　　　（にじます、けつめい茶商品、その他）
　　　　　　　　　新省エネルギー・放射線環境コー

ナー
　　　　　　　　　ちびっこ大集合！コーナー
　10：00～16：00　フアフアコーナー
　　　　　　　　　特産品開発グループコーナー
　　　　　　　　　横浜町・六ヶ所村特産品コーナー
　　　　　　　　　商工・漁協・川漁協・農協コーナー
　　　　　　　　　商店会コーナー
　　　　　　　　　「抽選・福引」コーナー
　　　　　　　　　ボーイスカウトコーナー
　10：00～15：00　赤十字コーナー
　11：30～12：30　みそ貝焼き試食会（数に限りあり）
＜海上イベント＞
　10：00～15：30　北前船「みちのく丸」船内一般公開
　　　　　　　　　※専門員の説明付き。
　16：00　　　　　北前船「みちのく丸」出航見送り

クローバー作業所前
陸奥湾温泉前
馬門公民館前
会場（潮騒公園）

有戸四戸商店前
明前集会所前
旧木明小学校前
のへじ帆立センター前
勤労青少年ホーム前
会場（潮騒公園）

９：40
９：45
９：50
９：55

10：10
10：10
10：15
10：15
10：20
10：25

11：35
11：40
11：45
11：50

16：30
16：30
16：20
16：20
16：15
16：10
最終便

えぼしコミセン前
駅前
下町久保田衣料店前
青森銀行野辺地支店前
会場（潮騒公園）
会場（潮騒公園）
馬門公民館前
陸奥湾温泉前
えぼしコミセン前
駅前
クローバー作業所前
下町久保田衣料店前
青森銀行野辺地支店前

９：30
９：35
９：40
９：45
９：50

10：30
10：35
10：40
10：45
10：50

12：00
12：05
12：10
12：15
12：20
12：25
12：30
12：35
12：40
12：45
12：50
12：55

13：55
13：50
13：45
13：40
13：35

14：00
14：05
14：10
14：15
14：20
14：30
14：35
14：40
14：45
14：50
14：55
15：00
15：05

15：55
15：50
15：45
15：40
15：35 最終便

16：10
16：15
16：20
16：25
16：30
16：35
16：40
16：45

※お問い合わせ：役場　産業観光振興課　（64－2111内線278）

１号車（研修号）
【24日送迎バス時刻表】　　※雨天時は会場が町立体育館

２号車（マイクロ）
帰　　り会場行き
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子
ど
も
手
当
は
４
月
か
ら　
　
　
　

　
　
　

児
童
手
当
に
変
わ
り
ま
し
た

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年

６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在

に
お
い
て
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
や
世

帯
員
の
状
況
等
を
記
載
し
、
引
き
続
き
児

童
手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
届
が
提

出
さ
れ
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
の

支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
そ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
市
町
村

か
ら
転
出
し
た
場
合
は
、
児
童
手
当
の
受

給
権
が
消
滅
し
ま
す
。
転
入
し
た
市
町
村

で
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
新

た
に
「
児
童
手
当
認
定
請
求
書
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
が
遅

れ
ま
す
と
、
受
け
ら
れ
る
月
分
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
役
場
介
護
・
福
祉
課
（
６
４

－

２
１
１
１
内
線
２
４
５
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
現
況
届
に
必
要
な
も
の
］

①
印
鑑

②
年
金
加
入
証
明
書
等

　

（
受
給
者
が
会
社
員
等
で
あ
る
場
合
）

③
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
児

童
手
当
用
所
得
証
明
書

　

（
そ
の
年
の
１
月
１
日
に
野
辺
地
町
に

住
所
が
な
か
っ
た
場
合
）

④
そ
の
他
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が
あ

り
ま
す

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う　

提
出
期
限
は
６
月
29
日
㈮
ま
で
で
す　
　
　
　
　
　

現
況
届
に
必
要
な
書
類
は
、
６
月
上
旬
に
役
場
か
ら
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
。



平成24年度　国家公務員「税務職員採用試験」
（高校卒業程度）のお知らせ

平成24年度烏帽子岳山開き開催

お知らせ

自衛隊航空機の体験搭乗者募集について

10

【主　　　　催】野辺地町観光協会
【協　　　　力】東奥日報 百田新聞店、光星学院野辺地西高等学校（依頼中）
【期　　　　日】平成24年６月10日（日）　※雨天・天候不良の場合は、中止。
【集  合   場 所】①まかど温泉ホテル敷地内薬師堂前、②野辺地町中央公民館前広場、
　　　　　　　　③野辺地町観光物産ＰＲセンター前
【受  付  時  間】午前８時30分より
【出  発  時  間】午前８時45分　※登山口（三番橋）まで、マイクロバス使用
【コ ー ス 予 定】
か ど 温 泉 ホ テ ル 前 出 発 　８：４５ → 野 辺 地 町 中 央 公 民 館 前 　９：００ →
野辺地町観光物産ＰＲセンター前 　９：１０ → 烏 帽 子 岳 三 番 橋 着 　９：３５ →
出 発 式 　９：４０ → 登 山 １０：００ →
頂 上 到 着 １１：４５ → 烏帽子神社参拝・昼食・記念写真 １２：００ →
下 山 １３：００ → 子 烏 帽 子 到 着 １４：００ →
ま か ど 温 泉 ホ テ ル 前 到 着 １５：３０ → 解 散 １６：００ →
まかど温泉ホテル前→野辺地町観光物産ＰＲセンター前→野辺地町中央公民館前（経由で送迎）

☆ゴール後のご案内☆
◎まかど温泉ホテル到着後
　温泉入浴可　大人500円、子供300円（別途）　※タオル、バスタオルは各自持参。
　※注１）事前申込みが必要となります。
　※注２）入浴希望者は、まかど温泉からの帰路は各自となります。

※頂上での昼食時、参加者全員に豚汁をお配りいたします。　　※コース・時間はあくまでも予定です。
【解　　　　散】午後４時頃の予定でＰＲセンター前・野辺地町中央公民館前到着となります。
　　　　　　　　 （送迎バスにてＰＲセンター前→公民館前まで）
【参  加  資  格】①締め切り日以降の参加申し込みはできません。　　②登山をする体力の有る方。
　　　　　　　　③小学生以下の方は、保護者もしくは引率責任者の同伴を必要とする。
【参　 加 　料】大　　　人　　７００円（中学生以上）　　子　　　供　　５００円（小学生以下）
　　　　　　　　※昼食は各自持参して下さい。　　　　　 記念写真代　　７００円（希望者のみ）
【傷  害   保 険】参加者には、当協会より傷害保険をかけます。　【クリーン作戦】頂上付近一帯。
【申 　込 　先】野辺地町観光物産ＰＲセンター内　野辺地町観光協会事務局まで
　　　　　　　　TEL0175－64－9555　　FAX0175－64－9501
　　　　　　　　申し込みの際、住所・氏名・性別・年齢・電話番号等をお伝え願います。
【締　 切 　日】平成24年６月５日（火）　午後５時まで。

１　期　　日　平成24年８月４日（土）
２　場　　所　航空自衛隊三沢基地
３　応募要領
　　往復はがきに以下を明記の上、お申し込みく

ださい。
　　⑴往復ハガキ（通信面）への記載内容
　　　ア　住所
　　　イ　搭乗希望者全員（４名様まで）の氏名、

フリガナ
　　　ウ　年齢　　エ　職業　　オ　電話番号
　　⑵返信用ハガキ（宛名面）への記載内容
　　　ア　搭乗希望者（代表者）の住所
　　　イ　搭乗希望者全員の名前
　　　ウ　裏は白紙でお願いします。
　　⑶お申し込み先（お問い合わせ先）
　　　〒030－8604　三沢市後久保125－７
　　　第３航空団司令部管理部渉外室広報班　宛
　　　0176－53－4121　内線：3313
４　締　　切　平成24年７月６日（金）必着

　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員を募集し
ています。
　税務職員は、国の財政を支える重要な仕事を担い、国税局や
税務署において、調査・徴収や指導などを行う税のスペシャリ
ストです。
○　受験資格
　１　試験年度の４月１日において、高等学校又は中等教育学

校を卒業した日から起算して３年を経過していない者及び
試験年度の３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業す
る見込の者

　２　人事院が上記１に掲げる者と同等の資格があると認めら
れる者

○　受験申込受付期間
　１　インターネット申し込み
　　　平成24年６月26日㈫から平成24年７月５日㈭まで
　２　郵送・持参申し込み
　　　平成24年７月２日㈪から平成24年７月10日㈫まで
○　受験申込書
　１　受験申込は、人事院あてに原則インターネットで申込み

をする。
　　インターネット申込専用アドレス
　　　（http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html）
　２　郵送又は持参する場合は、最寄の税務署、仙台国税局人

事第二課又は人事院東北事務局へ受験申込書を請求する。
○　お問い合わせ先　人事院東北事務局022－221－2022　
　　　　　　　　　　仙台国税局人事第二課
　　　　　　　　　　試験研修係022－263－1111　内線3236



特定健診の申し込みはお済みですか？

お知らせ

祝
！
百
歳
！　
　
　
　

　
　
　

中
村
ソ
メ
さ
ん

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

参

加

者

募

集

　

屋
内
温
水
プ
ー
ル

「
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の

へ
じ
」
で
は
、幼
児
・

小
中
学
生
を
対
象
に

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
（
前
期
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
の

で
、
参
加
料
（
入
館

料
含
む
）
を
添
え
て

お
早
目
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

６
月
１
日
～

　
　
　

６
月
13
日

○
講　
師

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ　

ウ
イ
ン
グ

青
森

○
申
込
み
・
問
合
先

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の

へ
じ
�
９
７
７
７

中谷町長からお祝いを受け取るご家族

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
『
教

養
講
座
』
受
講
生
募
集

　

皆
と
楽
し
く
学
ん
で
、
余
暇
を
有

効
活
用
し
、
自
分
を
高
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

き
っ
と
新
し
い
自
分
を
発
見
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

講
座
名　
太
極
拳
・
組
紐

期　
間　
７
月
～
11
月
（
年
間
５
回

程
度
）
※
開
催
日
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

時　
間　
午
後
７
時
～
８
時
45
分

場　
所　
青
少
年
ホ
ー
ム

対　
象　
町
民
及
び
勤
労
者

受
講
料　
１
講
座
３
０
０
０
円
（
材

料
費
は
別
途
い
た
だ
き
ま
す
）

　

お
申
し
込
み
の
際
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

申
込
先　
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
内
線
２
８
５
）

締　
切　
６
月
20
日
（
水
）

コース 募集人員 対　象 開催日 時　間 参加料

幼　児 25人 満３歳から
就学前

６月14日～７
月19日までの
毎週木曜日
（全６回）

15：30
～16：30 1,000円

児童　
・生徒 30人 小・中学生

初・中級者
17：00
～18：00

1,600円
（入館料含む）

み
ち
の
く
丸
来
航
記
念

講
演
会
の
お
知
ら
せ

復
元
北
前
船
み
ち
の
く
丸
の

 

帆
走
と
日
本
海
周
航

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
中
頃
ま
で
日

本
海
を
航
海
し
て
い
た
北
前
船
を
復

元
し
た
み
ち
の
く
丸
の
航
海
術
と
昨

年
の
日
本
海
周
航
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。

講
師　
青
森
県
立
郷
土
館

　
　
　

元
学
芸
課
長　

昆
政
明
氏

日
時　
６
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
野
辺
地
町
立
図
書
館

　
　
　

二
階
視
聴
覚
室

主
催　
野
辺
地
町
歴
史
を
探
る
会

　
　
　

野
辺
地
町
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
64

－

９
４
９
４

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

不法投棄は犯罪です ～融資のご案内～

11

◎６月は環境月間です
町内河川等一斉清掃を実施

　野辺地川をはじめ町内の各河川や
公園における雑草の刈り取りやごみ
拾いを行います。
　町民の皆さんのご協力をお願いし
ます。
実施日時　６月17日（日）
　午前６時　一部自治会は午前５時
 ～８時・小雨決行

●特定健診（国民健康保険）は40～74歳まで
の方に個別案内をしています。

●今年から、町内外の医療機関でも特定健診を
受診できるようになりました。

●お手元にある案内をご確認の上、申し込みを
してください。

 ＜健康増進センター　電話64－1770＞

～～監視強化区域を設定～～
　町内では、未だに不法投棄やポイ捨てが後を絶たない状況です。
　そこで、町では『重点監視区域』を設けて、関係期間の協力
を得て監視や啓発活動を強化いたします。
　不法投棄した場合は、５年以下の懲役又は、1,000万円（法
人は3億円）以下の罰金に処せられるなど厳しい罰則が設けら
れていますので、不法投棄は犯罪であることを強く認識いただ
き、不法投棄の現場を目撃した場合は、場所や日時、不法投棄
者（性別／服装等）、車の特徴（色／車のタイプ／ナンバー等）
を、下記の関係機関へ連絡（通報）下さるようお願いします。
　なお、空き地への不法投棄も目立つことから、土地所有者に
おかれましては、立ち入りが出来ないような工夫（ロープを張
る等）や草刈り等で適正な空き地管理をお願いします。
【関係機関】
　　　野辺地町建設環境課　64－2111（内線223）
　　　青森環境管理事務所　017－736－9292

家 電
リ サ イ ク ル
対 象 品

対象品（ブラウン管テレビ、液晶テレビ、プ
ラズマテレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、
洗濯機、衣料乾燥機）を、廃棄する際にはリ
サイクル料金を支払い販売店等に引き渡しし
ましょう。

パ ソ コ ン 製造したメーカーが回収しリサイクルしてい
ます。

タ イ ヤ 販売店等へ処理（有料）をお願いしましょう。
事 業 所 、 商
店 等 の ご み

事業活動に伴って出るごみは自己処理（直接
搬入／収集運搬許可業者への委託等）です。

　野辺地町では、青森県信用保証協会と、中小企業者の事業資金にか
かる借入を円滑にするため、特別保証制度を実施しています。
　地元中小企業者のご利用しやすい制度として、きめ細かな対応をし
ていくことになっていますので、大いにご利用ください。
☆特別保証制度
○簡易小口資金
　貸付金額：1,250万円
　保証期間：７年以内（据置期間:運転６ヶ月以内、設備１年以内）
　貸付利率：年率3.6％以内（固定金利）
○事業活性化資金
　貸付金額：2,000万円
　保証期間：10年以内（据置期間:運転６ヶ月以内、設備１年以内）
　貸付利率：年率3.6％以内（固定金利）
☆保証料率について
　ア　無担保保険（一般関係）、普通保険（一般関係）を利用の場合は、

財務その他経営に関する情報を基にリスク計測モデルにより算出
される評点に応じた区分の料率（0.45％～ 1.90％）を適用します。
ただし、次のいずれかに該当する場合は1.15％となります（最大
0.2%の割引適用有り）。

　　・個人その他の法令で定めるところにより貸借対照表及び損益計
算書を作成する義務を課せられていない方であって貸借対照表
及び損益計算書がない方

　　・事業開始後最初の事業年度の決算における貸借対照表及び損益
計算書がない方

　　・同一の事業を営む複数の方であって金融機関からの借り入れに
係る連帯債務を負担する方

　イ　特別小口保険を利用の場合は年率1.00％、（ただし特別小口保
険で経営安定関連特例保険を１～８号指定で利用の場合は年率
0.95％）、経営安定特例保険を１～６号指定で利用の場合は年率
0.95%、同特例保険を７、８号指定で利用の場合は年率0.86％、
創業等関連特例及び創業関連特例保険を利用の場合は年率0.85％
を適用します。

◎くわしくは青森県信用保証協会十和田支所（℡23－4331）、または
産業観光振興課（℡64－2111）へお問い合わせ下さい。



　健康相談の場として、思春期から更年期までの心身の健康に関する相談、
妊娠・避妊・不妊に関する相談等を行っておりますので、お気軽にご利用下
さい。
１　日程表

実施月日 曜日・受付時間 相談面接者 対　　象

Ｈ24年

６月19日

毎月
第３火曜日
10：00

～10：30

保健師

思春期から更年期までの
心身の健康や、不妊に関
する一般的な相談を希望
する方

７月17日
８月21日
９月18日
10月16日
11月20日
12月18日

Ｈ25年
１月15日
２月19日
３月19日

※相談開設日に来所できない場合は、随時相談に応じますが、事前予約が必
要です。

※費用は無料です。
※不妊相談に関しては、女性の方に限らずご夫婦等での相談も受け付けてお

ります。
２　場　所
　　上北地域県民局地域健康福祉部
　　保健総室（上十三保健所）
　　連絡先：上十三保健所　健康増進課
　　〒　034－0082
　　青森県十和田市西二番町10－15
　　☎0176－23－4261

お知らせ

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

犬
の
登
録
（
生
涯
１
回
）
と
狂
犬

病
予
防
注
射
（
毎
年
１
回
）
は
飼
主

の
責
務
で
す
。

　

町
で
は
、
次
の
日
程
表
に
よ
り
狂

犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
既

に
登
録
済
み
の
飼
主
の
方
に
は
ハ
ガ

キ
で
通
知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
ハ
ガ
キ
を
必
ず
お
持
ち
に
な
っ
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
を
済
ま
せ
て
い
な
い
犬
の
飼

主
の
方
は
登
録
し
、
ま
た
、
今
年
度

ま
だ
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬

（
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
）
に
は

忘
れ
ず
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

［
登
録
料
金
（
生
涯
１
回
）］

　
　

１
頭
に
つ
き
３
０
０
０
円

［
予
防
注
射
料
金
（
年
１
回
）］

　
　

１
頭
に
つ
き
３
０
０
０
円

次
に
該
当
す
る
場
合
は
届
け
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
時

●
飼
主
の
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
時

●
飼
主
が
変
わ
っ
た
時

●
そ
の
他
の
登
録
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

　

動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
た
場
合
は
証
明
書
を
持
参
の

上
、
予
防
注
射
済
票
の
交
付
（
１
頭

に
つ
き
５
５
０
円
）
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

届
出
・
交
付
受
付
先

　

建
設
環
境
課　

℡
�
２
１
１
１

実施時間 実施場所

６
月
４
日
（
月
）

９：30 ～ ９：45 烏 帽 子 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー
９：55 ～ 10：05 山 田 印 刷 向 （ 駅 前 ）
10：15 ～ 10：25 老 人 福 祉 セ ン タ ー 前
10：35 ～ 10：45 ひ だ か 整 体 術 院 裏（ 新 道 ）
10：50 ～ 11：05 中 央 公 民 館 前 駐 車 場
11：10 ～ 11：20 上 袋 町 集 会 所 前
11：30 ～ 11：45 石孝電機工業駐車場：事務所50m先（中袋町）

６
月
５
日
（
火
）

９：30 ～ ９：40 川 目 集 会 所 入 口 付 近
９：50 ～ 10：00 下 町 ２ 区 自 治 会 集 会 所 前
10：05 ～ 10：15 中 谷 商 店 向 か い（ 玉 山 邸 付 近 ）
10：20 ～ 10：30 木 明 工 務 店 付 近（ 中 袋 町 ）
10：40 ～ 10：55 松ノ木平ロータリー：クローバー作業所付近
11：05 ～ 11：15 野 辺 地 ホ ー ム 入 口 付 近
11：20 ～ 11：40 役 場 前

６
月
６
日
（
水
）

９：30 ～ ９：40 愛 宕 公 園 駐 車 場
９：50 ～ 10：05 中 道 ふ れ あ い 公 園
10：10 ～ 10：20 新 む つ 小 川 原 ㈱ 前
10：25 ～ 10：35 旧 職 業 安 定 所 跡 地（ 町 有 地 ）
10：40 ～ 10：50 金 沢 町 集 会 所 前
10：55 ～ 11：10 常 夜 燈 公 園 駐 車 場(浜 町)
11：20 ～ 11：30 戊 辰 戦 争 史 跡 駐 車 場
11：35 ～ 11：50 馬 門 公 民 館

６
月
７
日
（
木
）

９：30 ～ ９：50 町 立 体 育 館 駐 車 場
９：55 ～ 10：05 え ぼ し グ ラ ウ ン ド 歩 道 橋 付 近
10：10 ～ 10：25 海 水 浴 場 駐 車 場
10：40 ～ 10：45 上 目 ノ 越 バ ス 停 付 近
10：50 ～ 10：55 目 ノ 越 婦 人 ホ ー ム
11：00 ～ 11：15 有 戸 地 区 学 習 等 供 用 セ ン タ ー
11：20 ～ 11：25 明 前 農 作 業 準 備 休 養 施 設 前
11：30 ～ 11：40 木 明 農 作 業 休 養 施 設 前
11：45 ～ 11：50 干 草 橋 農 協 集 荷 所 前

６
月
８
日
（
金
）

９：30 ～ ９：45 国道４号　馬門温泉入口交差点付近
９：50 ～ 10：00 む つ 湾 温 泉 入 口 付 近
10：10 ～ 10：25 観 光 物 産 Ｐ Ｒ セ ン タ ー 駐 車 場
10：30 ～ 10：40 鳴 沢 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー
10：45 ～ 10：55 丸山商店：空缶回収ボックス付近（下町）
11：05 ～ 11：20 勤 労 青 少 年 ホ ー ム
11：30 ～ 11：45 健 康 増 進 セ ン タ ー 駐 車 場

平成24年度　犬の登録及び狂犬病予防注射日程表
上期分　６月４日(月) ～６月８日(金)

放し飼いは絶対にやめましょう！

平成24年度
女性健康相談のお知らせ

あなたはもう肺炎球菌ワクチンの接種をしましたか？
後期高齢者肺炎球菌予防接種にかかる費用を一部助成します

後期高齢者健診についての
「お詫びとお知らせ」

１．接種期間　平成24年５月１日～平成25年３月31日
２．対 象 者　野辺地町に住所を有している75歳以上の方
３．助 成 額　接種料金のうち、町が一律一人3,000円を助成します。
　　　　【＊接種料金の助成は生涯に１回だけです】
４．接種方法　①予診票は健康増進センターで発行します。

<お問い合わせ>　健康づくり課　電話：64－1770

　75歳以上の方に郵送しました「後期高齢者健診の
ご案内」に一部間違いがありましたのでお知らせし
ます。
公立野辺地病院での受付窓口は内科ではなく、検診
センターになります。また電話での予約も受け付け
ています。公立野辺地病院の電話番号は　６４－
３２１１　です。

〒034－0082
青森県十和田市西二番町10番15号
電話：0176－23－4261
FAX：0176－23－4246

中央公園

県
合
同
庁
舎

中
央
病
院

市
役
所

裁
判
所

保
健
所

美
術
館

交

　番

消
防
署

青
森
銀
行

●○ ○

○

○○○○○
官　庁　街　通　り

国
　
道
　
４
　
号
　
線

12



ミニガイド

児

童

館

行

事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動
（
花
壇

整
備
・
花
植
え
）

　

１
日
午
前
10
時
～

◆
避
難
訓
練
／
20
日
午
後
４
時
～

◆
親
子
研
修
（
む
つ
科
学
技
術
館
）

図

書

館

行

事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

国
保
・
脳
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

限
は
７
月
２
日
（
月
）
で
す
。
最
寄

り
の
金
融
機
関
等
、
ま
た
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅

失
・
解
体
し
た
自
動
車
の
代
替
自
動

車
と
し
て
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

に
取
得
し
た
自
動
車
（
軽
自
動
車
含

む
）
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
取
得
税

及
び
平
成
25
年
度
ま
で
の
自
動
車
税

（
軽
自
動
車
税
）
の
非
課
税
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
税
管
理
課

　

十
和
田
市
西
十
二
番
町
20

－

12

　

青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎
１
階

　

☎
０
１
７
６

－

22

－

８
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

自
動
車
税
コ
ン
ビ
ニ

で

納

め

ら

れ

ま

す

　

身
体
障
害
者
の
方
々
に
対
し
て
、

青
森
県
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
係

員
や
医
師
が
巡
回
し
て
医
学
的
・
心

理
的
及
び
職
能
的
な
判
断
を
行
い
、

併
せ
て
そ
の
更
生
に
必
要
な
総
合
的

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

る
た
め
診
査
を
必
要
と
す
る
方
。

・
町
ま
た
は
青
森
県
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の

再
認
定
を
必
要
と
さ
れ
た
方
。

・
障
害
の
程
度
に
変
化
が
あ
り
、
等

級
に
変
更
を
必
要
と
す
る
方
。

・
義
肢
・
装
具
等
の
補
装
具
（
電
動

車
い
す
・
人
工
喉
頭
は
除
く
）
の

交
付
、
再
交
付
ま
た
は
修
理
を
必

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
・

更
生
相
談
を
実
施
し
ま
す

◆
英
会
話
サ
ー
ク
ル
／
４
・
11
・

18
・
25
日
（
月
）
午
後
３
時
30
分

～
４
時
30
分

◆
絵
本
を
楽
し
む
会「
お
お
き
な
木
」

／
８
日
（
金
）
午
前
10
時

◆
お
は
な
し
工
房
／
９
日
（
土
）
午

後
２
時「
読
み
聞
か
せ
と
工
作
会
」

◆
朗
読
の
会
「
秋
桜
」
／
14
日
（
木
）

午
前
10
時

◆
ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
（
３
才
未

満
児
向
け
）
／
15
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分

◆
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

16
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
27
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
）

　

野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を

対
象
に
国
保
・
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
希
望
者
は
役
場
町
民
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
６
月
8
日
㈮
～
15
日
㈮
、
但

し
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
付
人
数　
40
人

対
象
者　
75
歳
未
満
で
、
野
辺
地
町
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
申
込

が
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て
受
診
さ
れ

る
方
を
優
先
し
ま
す
。）

個
人
負
担　
五
千
円

実
施
期
間　
７
月
～
11
月

実
施
医
療
機
関　
公
立
野
辺
地
病
院

※
次
の
よ
う
な
方
は
検
査
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん

①
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
て
い
る
方

②
脳
動
脈
ク
リ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
る
方

③
脳
外
科
の
開
頭
手
術
を
し
た
こ
と
が
あ

る
方

申
込
・
問
合
せ

　

役
場
町
民
課　

国
保
・
後
期
高
齢
者
医

療
担
当
（
内
線
２
２
９
）

　労働保険の年度更新（平成23年度確定保険料と平
成24年度概算保険料の申告・納付手続きのことをい
います。）を行っていただく時期となります。
　平成24年度の申告・納付期間は、６月１日から７
月10日までとなっておりますので、お早目にお近く
の金融機関・郵便局等で手続きをお願いします。
※お問合わせ先：青森労働局総務部労働保険徴収室
� （☎017－134－4145）

　野辺地町では、平成23年度から任意予防接種（子宮頸がん
予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン）の
接種費用を一部助成しています。これについて、今年度も継
続となりますので、希望される場合は健康づくり課（健康増
進センター内）で専用の予診票を交付します。
　＊なお、昨年予診票の交付を受けた方で未使用の場合は、
そのままご利用いただけます。
 対象年齢
�○子宮頸がん予防ワクチン：中学校１年生～高校１年生女子
○ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン：
� 生後２か月～５歳未満

野辺地町乳幼児等任意予防接種助成事業のお知らせ

要
と
す
る
方
。

・
生
活
・
医
療
・
施
設
入
所
等
の
相

談
を
希
望
す
る
方
。

●
実
施
日
及
び
実
施
場
所

　

肢
体
不
自
由　

７
月
10
日
（
火
）

「
野
辺
地
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
」

●
受
付
時
間

　

肢
体
不
自
由　

午
前
９
時
00
分

 

　

～
午
前
11
時

●
診
査
・
相
談
時
間

　

肢
体
不
自
由　

午
前
９
時
30
分

 

　

～
正
午

●
お
問
合
せ
先

　

野
辺
地
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内

　

介
護
・
福
祉
課
（
64

－

１
７
７
０
）

13

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）

書　　名 著者名

サファイア 湊　　　かなえ

太陽は動かない 吉　田　修　一

語りつづけろ、届くまで 大 沢 在 昌

ペトロ 今 野 　 敏

幻想電氣館 堀　川　アサコ

家族ずっと 森 　 浩 美

雪と珊瑚と 梨 木 香 歩

騙されたあなたにも責任が
ある脱原発の真実

小 出 裕 章

本　の　展　示

環境の本展　　 　　１日（金）～30日（土）

平成24年度労働保険年度更新の手続きについて



住
民
票
・
戸
籍（
全
部
事
項
証
明
・
個
人
事
項
証
明
）の
申
請
は
、窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

三
上　

信
一
さ
ん　
（
70
）
え
ぼ
し

髙
田　
　

隆
さ
ん　
（
58
）
え
ぼ
し

大
山　

チ
ヨ
さ
ん　
（
84
）
下
袋
町

佐
藤
和
三
郎
さ
ん　
（
82
）
下
袋
町

佐
藤　

キ
ク
さ
ん　
（
78
）
下
袋
町

吹
越　

ツ
ヤ
さ
ん　
（
90
）
駅
前
２

古
林　
　

薫
さ
ん　
（
65
）
下
袋
町

柴
崎　

範
子
さ
ん　
（
65
）
馬
門
１

横
川　

榮
司
さ
ん　
（
66
）
有　

戸

向
井
權
三
郎
さ
ん　
（
88
）
枇
杷
野

亀
田　

文
博
さ
ん　
（
71
）
金
沢
町

野
坂　

二
一
さ
ん　
（
61
）
目
ノ
越

馬
場　

弘
志
さ
ん　
（
64
）
有　

戸

成
田　

明
夫
さ
ん　
（
57
）
枇
杷
野

小
林　

義
雄
さ
ん　
（
75
）
十
和
田
市

中
道　

桜お
う

佑す
け
く
ん
（
健
二
）
下
袋
町

甲
地　

美み

織お
り

ち
ゃ
ん
（
優
輔
）
八
幡
町

　
「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 

（
４
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

●第１・３月曜日

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　６月18日

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　　～午後２時

バス運行日（毎週月･木曜日）

６月４・７・11・14

　　18・21・25・28日

沼尾　駿
しゅんと

翔くん

「
し
ゅ
ん
と
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
で
よ

か
っ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
歯
み
が
き

が
ん
ば
ろ
う
ね
。」

 

（
母
、
亜
砂
美
、
下
袋
）　

野村遼
りょうたろう

汰郎くん

「
こ
れ
か
ら
も
歯
み
が
き
し
っ
か
り

し
よ
う
ね
！
」

 

（
母
、
美
智
子
、
下
町
二
）

太田　リラちゃん

「
こ
れ
か
ら
も
ハ
ミ
ガ
キ
が
ん
ば
ろ

う
ね
！
！
」

 

（
母
、
梢
、
金
沢
）

上野　太
たいせい

靖くん

「
ヤ
ッ
タ
ネ
！
こ
れ
か
ら
も
ウ
ガ

イ
、
手
洗
い
、
歯
磨
き
を
ガ
ン
バ
ろ

う
ね
。」

 

　
（
母
、
千
春
、
八
幡
町
）

三浦　憧
とう

矢
じ

くん

「
や
っ
た
ね
、
と
う
じ
☆
こ
れ
か

ら
も
毎
日
ハ
ミ
ガ
キ
が
ん
ば
ろ
う

ね
！
」

 

（
母
、
江
季
子
、
松
ノ
木
平
）

坪　　柚
ゆう

良
ら

ちゃん

「
虫
歯
ゼ
ロ
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か

ら
も
歯
磨
き
が
ん
ば
ろ
う
ね
。」

 

（
母
、
望
東
子
、
八
幡
町
）

大
湊　

優ゆ

茉ま
ち
ゃ
ん
（
雅
史
）
中
袋
町

横
濱　
　

龍
り
ゅ
うく

ん
（
良
隆
）
馬
門
１

洞
内　

唯い

葵ぶ
き

ち
ゃ
ん
（
克
也
）
金
沢
町

髙
松　

ユ
リ
ち
ゃ
ん
（
篤
也
）
え
ぼ
し

乙
部　

海か
い

仁じ

く
ん
（
誉
大
）
下
袋
町

山
口　

遼は
る

寛ひ
ろ

く
ん
（
和
貴
）
駅
前
２

髙
清
水
斗と

和わ

く
ん
（
聡
）　

中
袋
町

鳥
谷
部
雅ま

さ
輝き

く
ん
（
直
樹
）
城　

内

荒
川　

希の

愛あ
ち
ゃ
ん
（
将
一
）
馬
門
２

14



町
税
等
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！
（
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
　
青
森
銀
行
・
み
ち
の
く
銀
行
・
青
い
森
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合
野
辺
地
支
所
）

無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談 国民年金に関する
こと

６月27日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９８（予約番号）

（完全予約制） 
〒030-8554青森市中央１－22－8

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

６月１日（金）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

弁護士無料相談 民事・一般 ７月６日（金）
14：15 ～ 16：45

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。６月26日
（火）まで総務課64－2111（内227）
へ申し込みください。予約必要

児童家庭相談 養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 64－２１１１

行 政 相 談 行政に関する苦情・
要望等に関すること

６月19日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談 しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－２１１９

電 話 介 護
相 　 　 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

９：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

５

月

分

の

納

付

期

限

は

７

月

２

日
（

月

）

で

す

受給するための要件

老齢基礎年金額

老 齢 基 礎 年 金
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　老齢基礎年金を受給するためには、少なくとも25年以上の受給資格期間が必要です。
受給資格期間には次のような期間が含まれます。
　①国民年金の保険料を納めた期間
　②第２号被保険者期間　　　③第３号被保険者期間
　④保険料の免除期間や若年者納付猶予期間、学生納付特例期間
　⑤昭和36年４月から昭和61年３月までの厚生年金などの加入期間
　⑥任意加入期間
　⑦カラ期間（加入が任意だったため加入しなかった期間など）

　老齢基礎年金は、保険料を納めた期間などの
受給資格期間が25年以上ある人が、65歳から受
けられる年金です。20歳から60歳になるまでの
40年間保険料を納めた人は満額の老齢基礎年金
を受けることができます。

　これは、20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納
めた場合の満額です。40年に満たないときは減額されま
す。計算式は以下のとおりです。

　※昭和16年４月１日以前に生まれた人は、昭和36年４月から60歳になるまでの年数を入れます。
＊この計算式は国庫負担が２分の１の場合です。平成20年度以前と平成24年度以降の免除期間については、国庫負担３分の１として計算されます。

詳しくは、下記にお問い合わせください。
青森年金事務所　　☎017－734－7495

野辺地町役場
戸籍・年金担当　　☎64－2111（内線241）

　実際の物価より高い水準で支払われていた年金額を本来の水準に戻
すために、平成24年10月に年金額が0.9％引き下げられる予定です。

 年額 　78万6,500円　です。

78万6,500円×
保険料　　４分の１　７　半額免　３　４分の３　５　全額免　１　　　　＋　　　　×－＋　　　×－＋　　　　×－＋　　　×－納付月数　免除月数　８　除月数　４　免除月数　８　除月数　２

40年×12（加入可能年数※）

15



・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

６
月
は
18
時

健康増進センター内
　健康づくり課
　前田５番地２
　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週火・木曜日（８：30～17：00）となります。

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４カ月児
　　こども健診

６月14日㈭
13：15開始

７月12日㈭
13：15開始

野辺地病院
小　児　科

（64－3211）

〈６月14日〉
平成24年２月生まれ

〈７月12日〉
平成24年３月生まれ

育児相談
離乳食前期指導
身体計測
小児科医診察等
結核予防法によるＢＣＧワク
チンの定期接種

対象者には個別に通
知します。 

ＢＣＧ予防接種

７カ月児
　　こども相談

６月27日㈬
10：00開始

健 康 増 進
セ ン タ ー
 （64－1770） 

電話でのご
相談・お問
い合わせは
64－8080

（はればれ）
火・木曜日

平成23年11月生まれの乳児

育児相談
離乳食中期指導
離乳食試食
身体計測

母子健康手帳、 バス
タオルをお持ちくだ
さい。 
対象者への個別通知
はしておりません。 
毎月の広報で確認の
うえ、 おいでくださ
い。 

10カ月児
　　こども健診

６月27日㈬
13：30開始 平成23年８月生まれの乳児 育児相談

離乳食後期指導
身体計測・歯科保健指導・歯
科健診等

１歳児
　　こども健診

６月27日㈬
13：30開始 平成23年６月生まれの乳児

みんなの
　　こども相談

６月27日㈬
14：30開始

０歳児から就学前まででこれ
までのこども健診・相談の対
象月年齢以外の児 （希望者） 

育児相談・栄養相談
身体計測
歯科健診等

できれば、前日までに
健康増進センターにお
申し込みください。 

１歳６カ月児
　　こども健診

７月３㈫
12：50開始

平成22年12月～平成23年１月
生まれの幼児

育児相談・身体計測
小児科医診察
歯科健診等

対象者には個別に通
知します。 

３歳児
　　こども健診

６月５日㈫
12：40開始

平成20年11月～ 12月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
生活栄養指導
小児科診察・歯科健診
尿検査・聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。 

すくすくテレフォン 火・木曜日
 （祝祭日除く） 

８：30 ～ 17：00

妊婦、 産後の方、 育児中の母
親、 家族の方など

妊娠・育児の電話相談
 （保健師が対応） 

思春期はればれ
電話相談

思春期の方、 思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談 （保健師が対応） 

総合健康相談
火・木曜日

 （祝祭日除く） 
８：30 ～ 17：00

町民一般
保健師による健康相談
管理栄養士による食事相談
薬剤師によるお薬の相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。 
事前にお申し込みく
ださい。 

マ タ ニ テ ィ

サ ロ ン

６月29日㈮
13：30 ～ 15：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 妊婦とその家族

おしゃべり、 情報交換、 リフ
レッシュ
助産婦によるミニ講話

事前申込み不要。

〈 予 防 接 種 〉
ポ リ オ

６月12日㈫
６月20日㈬ 健康増進センター

①平成23年１月～平成24年１
月生まれの乳幼児
②平成22年12月以前生まれで
未接種の幼児（生後90か月未
満まで）

予防接種法による定期接種

対象者には個別に通
知しています。

４月以降転入された
方など、案内が届い
ていない方はご連絡
ください。

麻しん及び
風しん予防接種
第Ⅲ期・第Ⅳ期

４・５・６月
※接種医療機関

により異なり
ます

詳細は個別通知を
参照ください。

第Ⅲ期（中学１年生）
平成11年４月２日～
平成12年４月１日生

第Ⅳ期（高校３年生）
平成６年４月２日～
平成７年４月１日生

16

■町の人口

町の花｢はまなす｣・町の鳥｢かもめ｣・町の木｢さくら｣

24年５月１日現在 前月比 前年同月比

14,694 （＋）� 23 （－）� 113

　男� 6,906

　女� 7,788

（＋）� 12

（＋）� 11

（－）� 72

（－）� 41

世帯数� 6,556 （＋）� 25 （＋）� 29

平成24年６月１日　第63８号　毎月１日発行　青森県野辺地町役場総務課　☎（0175）64－2111
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